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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮影して得られた３次元画像を取得する３次元画像取得部と、
　前記３次元画像に含まれる線状構造物のグラフ構造を生成するグラフ構造生成部と、
　前記グラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞれについて、該各分岐点から分岐方向
に延びる線分上の点を、前記分岐点を含み該分岐点の分岐前の辺に対して垂直な２次元平
面上に投影し、該投影された点を含む領域を投影画像として生成し、該生成した分岐点毎
の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成する分岐情報画像生成部とを備えたことを特
徴とする医用画像診断支援装置。
【請求項２】
　前記分岐情報画像生成部が、前記グラフ構造における所定の始点から終点までの経路を
取得し、該取得した経路上の前記分岐点について生成された前記投影画像のみを用いて前
記分岐情報画像を生成するものであることを特徴とする請求項１記載の医用画像診断支援
装置。
【請求項３】
　前記始点または前記終点を自動的に設定する経路設定部を備えたことを特徴とする請求
項２記載の医用画像診断支援装置。
【請求項４】
　前記分岐情報画像生成部が、前記グラフ構造上における視点位置の情報と該視点位置か
らの表示対象の分岐点の数の情報とを取得し、前記視点位置の情報と前記表示対象の分岐
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点の数の情報とに基づいて、前記視点位置から前記数の分岐点について生成された前記投
影画像を重ね合わせて前記分岐情報画像を生成するものであることを特徴とする請求項１
から３いずれか１項記載の医用画像診断支援装置。
【請求項５】
　前記視点位置の情報または前記表示対象の分岐点の数の情報の設定入力を受け付ける表
示範囲受付部を備えたことを特徴とする請求項４記載の医用画像診断支援装置。
【請求項６】
　前記分岐情報画像生成部が、前記線状構造物の径の情報に基づいて、前記分岐方向に延
びる線分上の点を含む領域を設定して前記投影画像を生成するものであることを特徴とす
る請求項１から５いずれか１項記載の医用画像診断支援装置。
【請求項７】
　前記３次元画像に基づいて、前記被検体内に挿入された内視鏡によって撮影を行ったも
のとして仮想的に生成された仮想内視鏡画像を取得する仮想内視鏡画像生成部を備え、
　前記分岐情報画像生成部が、前記仮想内視鏡画像を生成する際に用いられる仮想的な前
記内視鏡の視点位置を取得し、該取得した内視鏡の視点位置からの前記分岐点における前
記投影画像に基づいて、前記分岐情報画像を生成するものであることを特徴とする請求項
１記載の医用画像診断支援装置。
【請求項８】
　前記分岐情報画像と前記仮想内視鏡画像とを並べて表示させる表示制御部を備えたもの
であることを特徴とする請求項７記載の医用画像診断支援装置。
【請求項９】
　前記分岐情報画像と前記仮想内視鏡画像とを重ねて表示させる表示制御部を備えたもの
であることを特徴とする請求項７記載の医用画像診断支援装置。
【請求項１０】
　前記線状構造物が、気管支であることを特徴とする請求項１から９記載の医用画像診断
支援装置。
【請求項１１】
　３次元画像取得部と、グラフ構造生成部と、分岐情報画像生成部とを備えた医用画像診
断支援装置の作動方法であって、
　前記３次元画像取得部が、被検体を撮影して得られた３次元画像を取得し、
前記グラフ構造生成部が、前記３次元画像に含まれる線状構造物のグラフ構造を生成し、
　前記分岐情報画像生成部が、前記グラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞれについ
て、該各分岐点から分岐方向に延びる線分上の点を、前記分岐点を含み該分岐点の分岐前
の辺に対して垂直な２次元平面上に投影し、該投影された点を含む領域を投影画像として
生成し、該生成した分岐点毎の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成することを特徴
とする医用画像診断支援装置の作動方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、
　被検体を撮影して得られた３次元画像を取得する３次元画像取得部と、
　前記３次元画像に含まれる線状構造物のグラフ構造を生成するグラフ構造生成部と、
　前記グラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞれについて、該各分岐点から分岐方向
に延びる線分上の点を、前記分岐点を含み該分岐点の分岐前の辺に対して垂直な２次元平
面上に投影し、該投影された点を含む領域を投影画像として生成し、該生成した分岐点毎
の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成する分岐情報画像生成部として機能させるこ
とを特徴とする医用画像診断支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体を撮影して得られた３次元画像を用いて気管支のような体内の管路へ
の内視鏡の挿入を支援する医用画像診断支援装置および方法並びにプログラムに関するも
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のである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、撮影装置の進歩に伴い、撮影装置で撮影された画像データの分解能が向上してお
り、画像データに基づいて被検体の詳細な解析が可能になっている。たとえば、マルチス
ライスＣＴ（Multi Detector-row Computed Tomography）は、一度に複数枚の断層画像を
撮影することが可能であり、薄いスライス厚で断層画像を撮影することが可能である。ス
ライス厚が薄くなることで、複数の断層画像を積層した３次元画像の体軸方向の分解能が
上がり、より詳細な３次元画像を得ることができる。このような３次元画像を表示し解析
することで、これまで見つけることが困難であった病変などを見つけることも可能になっ
ている。
【０００３】
　ここで、上述したような３次元画像を用いた表示方法の１つとして、仮想内視鏡表示が
ある。仮想内視鏡表示とは、管腔の内部に視点位置を設定し、その視点位置に基づいて透
視投影画像を生成して表示する方法である。仮想内視鏡表示では、ユーザが逐次的に視点
位置を変更することで、あたかも内視鏡のカメラが身体内部を移動しながら撮影したよう
な画像を提供することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２００４/０１０８５７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、一般的な仮想内視鏡表示によって気管支などの分岐を観察しようとした
場合、視点位置に近接する分岐の画像しか表示することができないため、その分岐よりも
先の分岐の様子を把握することができない。
【０００６】
　そこで、たとえば特許文献１には、気管支の経路を設定し、その経路上の各分岐での仮
想内視鏡画像を生成し、その分岐毎の複数の仮想内視鏡画像を縮小して並べてサムネイル
表示する方法が提案されている。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の方法のように各分岐の仮想内視鏡画像を並べて表示
するようにしたのでは、所定の分岐と次の分岐との位置関係を即座に把握することができ
ず、また、複数の仮想内視鏡画像を見比べる必要があるので手間である。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑み、１つの分岐の様子だけでなくその先の分岐の様子も把握す
ることができ、かつ所定の分岐と次の分岐との位置関係も即座に把握することができる医
用画像診断支援装置および方法並びにプログラムを提供することを目的とするものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の医用画像診断支援装置は、被検体を撮影して得られた３次元画像を取得する３
次元画像取得部と、３次元画像に含まれる線状構造物のグラフ構造を生成するグラフ構造
生成部と、グラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞれについて、その分岐点からの分
岐先をその分岐点を含む２次元平面上に投影した投影画像を生成し、その生成した分岐点
毎の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成する分岐情報画像生成部とを備えたことを
特徴とする。
【００１０】
　また、上記本発明の医用画像診断支援装置においては、分岐情報画像生成部を、グラフ
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構造における所定の始点から終点までの経路を取得し、その取得した経路上の分岐先を含
む投影画像のみを用いて分岐情報画像を生成するものとできる。
【００１１】
　また、上記始点または上記終点を自動的に設定する経路設定部を設けることができる。
【００１２】
　また、分岐情報画像生成部を、グラフ構造上における所定位置の情報とその所定位置か
らの表示対象の分岐点の情報とを取得し、上記所定位置の情報と表示対象の分岐点の情報
とに基づいて分岐情報画像を生成するものとできる。
【００１３】
　また、上記所定位置の情報または表示対象の分岐点の情報の設定入力を受け付ける表示
範囲受付部を設けることができる。
【００１４】
　また、分岐情報画像生成部を、線状構造物の径の情報に基づいて投影画像を生成するも
のとできる。
【００１５】
　また、３次元画像に基づいて、被検体内に挿入された内視鏡によって撮影を行ったもの
として仮想的に生成された仮想内視鏡画像を取得する仮想内視鏡画像生成部を設け、分岐
情報画像生成部を、仮想内視鏡画像を生成する際に用いられる仮想的な内視鏡の視点位置
を取得し、その取得した内視鏡の視点位置からの分岐点における投影画像に基づいて、分
岐情報画像を生成するものとできる。
【００１６】
　また、分岐情報画像と仮想内視鏡画像とを並べて表示させる表示制御部を設けることが
できる。
【００１７】
　また、分岐情報画像と仮想内視鏡画像とを重ねて表示させる表示制御部を設けることが
できる。
【００１８】
　また、線状構造物を気管支とすることができる。
【００１９】
　本発明の医用画像診断支援方法は、被検体を撮影して得られた３次元画像を取得し、３
次元画像に含まれる線状構造物のグラフ構造を生成し、グラフ構造に含まれる複数の分岐
点のそれぞれについて、その分岐点からの分岐先をその分岐点を含む２次元平面上に投影
した投影画像を生成し、その生成した分岐点毎の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生
成することを特徴とする。
【００２０】
　本発明の医用画像診断支援プログラムは、コンピュータを、被検体を撮影して得られた
３次元画像を取得する３次元画像取得部と、３次元画像に含まれる線状構造物のグラフ構
造を生成するグラフ構造生成部と、グラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞれについ
て、その分岐点からの分岐先をその分岐点を含む２次元平面上に投影した投影画像を生成
し、その生成した分岐点毎の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成する分岐情報画像
生成部として機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の医用画像診断支援装置および方法並びプログラムによれば、３次元画像に含ま
れる線状構造物のグラフ構造を生成し、そのグラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞ
れについて、その分岐点からの分岐先をその分岐点を含む２次元平面上に投影した投影画
像を生成し、その生成した分岐点毎の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成するよう
にしたので、分岐情報画像内において１つの分岐の様子だけでなくその先の分岐の様子も
把握することができ、かつ所定の分岐と次の分岐との位置関係も即座に把握することがで
きる。
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【００２２】
　また、グラフ構造における所定の始点から終点までの経路を取得し、その取得した経路
上の分岐先を含む投影画像のみを用いて分岐情報画像を生成するようにした場合には、分
岐情報画像において、経路に無関係な投影画像の表示を省略することができるので、見易
い画像とすることができ、さらに経路の終点までの分岐を即座に把握することができる。
【００２３】
　また、グラフ構造上における所定位置の情報とその所定位置からの表示対象の分岐点の
情報とを取得し、上記所定位置の情報と表示対象の分岐点の情報とに基づいて分岐情報画
像を生成するようにした場合には、上記所定位置を視点位置として表示対象の分岐点に限
定された投影画像を含む分岐情報画像とすることができるので、ユーザが観察したい表示
範囲の投影画像を含む分岐情報画像とすることができ、かつ余計な投影画像を含まない見
易い分岐情報画像とすることができる。
【００２４】
　また、線状構造物の径の情報に基づいて投影画像を生成するようにした場合には、分岐
情報画像内において分岐先の径を表すことができるので、ユーザは分岐先の太さを把握す
ることができる。
【００２５】
　また、仮想内視鏡画像を生成する際に用いられる仮想的な内視鏡の視点位置を取得し、
その取得した内視鏡の視点位置からの分岐点における投影画像に基づいて、分岐情報画像
を生成するようにした場合には、仮想内視鏡画像とともに、仮想内視鏡画像内には現れて
いない分岐先の情報を有する分岐情報画像も合わせて観察することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の医用画像診断支援装置の一実施形態を用いた内視鏡画像診断支援システ
ムの概略構成を示すブロック図
【図２】グラフ構造の一例を示す図
【図３】所定の分岐点の投影画像を生成する方法を説明するための図
【図４】所定の分岐点の投影画像の一例を示す図
【図５】所定の視点位置からの分岐情報画像を生成する方法を説明するための図
【図６】分岐情報画像の一例を示す図
【図７】分岐情報画像のその他の表示例を示す図
【図８】所定の視点位置から分岐先方向と分岐元方向との両方を表示範囲とした場合の分
岐情報画像の生成方法を説明するための図
【図９】所定の視点位置から分岐先方向と分岐元方向との両方を表示範囲とした場合の分
岐情報画像の一例を示す図
【図１０】本発明の医用画像診断支援装置の一実施形態を用いた内視鏡画像診断支援シス
テムの作用を説明するための図
【図１１】気管支３次元画像の一例を示す図
【図１２】分岐情報画像と仮想内視鏡画像とを並べて表示した例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の医用画像診断支援装置および方法並びにプログラムの一実施形態を用い
た内視鏡画像診断支援システムについて、図面を参照しながら詳細に説明する。図１は、
本実施形態の内視鏡画像診断支援システムの概略構成を示すブロック図である。
【００２８】
　本実施形態の内視鏡画像診断支援システム１は、図１に示すように、内視鏡画像診断支
援装置１０と、モニタ２０と、入力装置３０と、３次元画像保管サーバ４０とを備えてい
る。
【００２９】
　内視鏡画像診断支援装置１０は、コンピュータに本実施形態の医用画像診断支援プログ
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ラムをインストールすることによって構成されたものである。 
　そして、内視鏡画像診断支援装置１０は、中央処理装置（ＣＰＵ）および半導体メモリ
や上述した医用画像診断支援プログラムがインストールされたハードディスクやＳＳＤ(S
olid State Drive)等のストレージデバイスなどを備えており、これらのハードウェアに
よって、図１に示すような３次元画像取得部１１、グラフ構造生成部１２、経路設定部
１３、分岐情報画像生成部１４、仮想内視鏡画像生成部１５、気管支３次元画像生成部１
６および表示制御部１７が構成されている。そして、ハードディスクにインストールされ
た医用画像診断支援プログラムが中央処理装置によって実行されることによって上記各部
がそれぞれ動作する。
【００３０】
　３次元画像取得部１１は、内視鏡装置を用いた手術前または検査前などに予め撮影され
た被検体の３次元画像を取得するものである。３次元画像としては、たとえばＣＴ装置や
ＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging）装置などから出力されたスライスデータから再構
成されたボリュームデータや、ＭＳ（Multi Slice）ＣＴ装置やコーンビームＣＴ装置か
ら出力されたボリュームデータなどがある。３次元画像は、３次元画像保管サーバ４０に
被検体の識別情報とともに予め保管されており、３次元画像取得部１１は、入力装置３０
において入力された被検体の識別情報に対応する３次元画像を３次元画像保管サーバ４０
から読み出すものである。
【００３１】
　グラフ構造生成部１２は、３次元画像取得部１１によって取得された３次元画像が入力
され、その入力された３次元画像に含まれる線状構造物のグラフ構造を生成するものであ
る。本実施形態においては、３次元画像に含まれる気管支のグラフ構造を生成する。以下
、このグラフ構造の生成方法の一例を説明する。
【００３２】
　３次元画像に含まれる気管支は、気管支の内部の画素は空気領域に相当するためＣＴ画
像上では低いＣＴ値（画素値）を示す領域として表れるが、気管支壁は比較的高いＣＴ値
を示す円柱あるいは線状の構造物であると考えられる。そこで、各画素ごとにＣＴ値の分
布に基づく形状の構造解析を行なって気管支を抽出する。
【００３３】
　気管支は多段階に分岐し末端に近づくほど気管支の径は小さくなっていく。異なるサイ
ズの気管支（線状構造物）を検出することができるように、予め、三次元画像を多重解像
度変換したガウシアンピラミッド画像、つまり異なる解像度の複数の三次元画像を生成し
、その生成したガウシアンピラミッドの各画像ごとに検出アルゴリズムを走査することで
異なるサイズの線状構造物を検出する。
【００３４】
　まず、各解像度の三次元画像の各画素のヘッセ行列を算出し、ヘッセ行列の固有値の大
小関係から線状構造物内の画素であるかを判定する。ヘッセ行列は、各軸（三次元画像の
ｘ軸、ｙ軸、ｚ軸）方向における濃度値の２階の偏微分係数を要素とする行列であり、下
式のように３×３行列となる。
【数１】

【００３５】
　任意の画素におけるヘッセ行列の固有値をλ１、λ２、λ３としたとき、固有値のうち
２つの固有値が大きく、１つの固有値が０に近い場合、例えば、λ３、λ２≫λ１、λ１
≒０を満たすとき、その画素は線状構造物であることが知られている。また、ヘッセ行列



(7) JP 5826082 B2 2015.12.2

10

20

30

40

50

の最小の固有値（λ１≒０）に対応する固有ベクトルが線状構造物の主軸方向に一致する
。
【００３６】
　気管支はグラフ構造で表すことができるが、このようにして抽出された線状構造物は、
腫瘍などの影響により、全ての線状構造物が繋がった１つのグラフ構造として検出される
とは限らない。そこで、三次元画像全体の判別が終了後、検出された線状構造物が一定の
距離内にあり、かつ抽出された二つの線状構造物上の任意の点を結ぶ基本線の向きと各線
状構造物の主軸方向とが成す角が一定角度以内であるかについて評価することにより、複
数の線状構造物が接続されるものであるか否かを判定して抽出された線状構造物の接続関
係を再構築する。この再構築により、気管支のグラフ構造の抽出が完了する（詳細は、特
開２０１０-２２０７４２号公報などを参照）。
【００３７】
　そして、抽出したグラフ構造を、開始点・端点・分岐点・辺に分類し、開始点・端点・
分岐点を辺で連結することによって、気管支を表すグラフ構造を得ることができる。本実
施形態においては、このグラフ構造の各位置における気管支の径や各辺の長さ（気管支の
分岐点間の長さ）などの特徴量もグラフ構造とともに取得する。図２は、グラフ構造の一
例を示すものである。図２では、分岐点を白丸、端点を黒丸、辺を線で表している。
【００３８】
　なお、グラフ構造の生成方法としては、上述した方法に限らず、その他の方法を採用す
るようにしてもよい。
【００３９】
　経路設定部１３は、グラフ構造生成部１２において生成されたグラフ構造における所定
の始点から終点までの経路を設定するものである。具体的には、本実施形態における経路
設定部１３は、グラフ構造の開始点を始点とし、肺に存在する腫瘍の位置を終点として経
路を設定する。肺の腫瘍の位置については、画像処理などを用いて腫瘍を自動的に抽出す
ることによって設定するようにしてもよいし、モニタ２０に表示された気管支の３次元画
像上においてユーザがマウスなどの入力装置３０を用いて腫瘍の位置を指定することによ
って取得するようにしてもよい。なお、経路の始点についてもユーザが入力装置３０を用
いて設定入力するようにしてもよい。
【００４０】
　そして、経路設定部１３は、上述したように始点と終点が設定されると、その設定され
た始点から終点に到達する経路を探索する。なお、経路の探索には、従来から行われてい
る種々の経路探索法を用いることができるが、探索する際、気管支の径・気管支の分岐先
が曲がっている角度等に応じてコストを割り当てて、内視鏡の挿入に適した経路を探索す
るようにしてもよい。また、たとえば腫瘍の大きさがある程度大きい場合には、複数の終
点を設定し、各終点までの経路をそれぞれ探索して複数の経路を設定するようにしてもよ
い。そして、経路設定部１３において設定された経路の情報は、分岐情報画像生成部１４
に出力される。
【００４１】
　分岐情報画像生成部１４は、グラフ構造生成部１２において生成されたグラフ構造が入
力され、そのグラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞれについて、その分岐点からの
分岐先をその分岐点を含む２次元平面上に投影した投影画像を生成し、その生成した分岐
点毎の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成するものである。以下、分岐情報画像の
生成方法について説明する。
【００４２】
　分岐情報画像を生成する際には、上述したように、まず、分岐点毎の投影画像が生成さ
れる。具体的には、図３に示すように、所定の分岐点について、分岐前の辺の方向ベクト
ルＶ１と、分岐先の辺の方向ベクトルＶ２，Ｖ３とを求め、分岐先の方向ベクトルＶ２，
Ｖ３の終点を、方向ベクトルＶ１に対して垂直な２次元平面上に投影する。そして、図３
および図４に示すように、２次元平面上における投影点Ｐ２，Ｐ３を中心とした分岐先の
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気管支の径を有する投影画像Ｂ１を取得する。なお、上記方向ベクトルＶ２，Ｖ３の長さ
については分岐前の気管支の径と同じ長さに設定されるものとする。また、図４における
一番外側の円は、現在、観察しようとしているグラフ構造上の視点位置における気管支の
内壁を表すものである。
【００４３】
　また、投影画像Ｂ１の形状については必ずしも円でなくてもよく、分岐先の気管支の形
状に基づいて楕円などにしてもよい。また、投影画像Ｂ１の径ついては、たとえば元の分
岐点から分岐先の分岐点までの間の気管支の径の平均などを用いるようにすればよい。
【００４４】
　そして、グラフ構造の各分岐点について、上述したようにしてそれぞれ投影画像生成さ
れる。
【００４５】
　次に、分岐情報画像生成部１４は、各分岐点の投影画像のうち、経路設定部１３によっ
て設定された経路上の分岐先を含む投影画像のみを取得する。なお、ここでいう投影画像
とは、たとえば所定の分岐点について分岐先が２つある場合には、その２つの分岐先を投
影した画像の両方を含むものをいう。すなわち、所定の分岐点について全ての分岐先を投
影した画像を含むものをいう。
【００４６】
　そして、分岐情報画像生成部１４は、現在、観察しようとしている視点位置と、その視
点位置からの表示対象の分岐点の数とを取得し、これらに基づいて表示範囲を設定し、そ
の表示範囲内における分岐点の投影画像であって、経路上の分岐先を含む投影画像を重ね
合せることによって分岐情報画像を生成する。
【００４７】
　具体的には、たとえば、図５に示すような位置に視点位置が設定され、その視点位置か
らの表示対象の分岐点の数として、分岐先方向について「２」点が設定されている場合に
は、図６に示すように、分岐点Ｐ１の投影画像Ｂ１と、分岐点Ｐ２の投影画像Ｂ２と、視
点位置における気管支の内壁を表す画像とが重ね合わされた分岐情報画像が生成される。
【００４８】
　分岐点Ｐ４の投影画像については、経路上の分岐先を含むものではないので分岐情報画
像には含まれず、分岐点Ｐ５～Ｐ７の投影画像については、経路上の分岐先を含むもので
はなく、かつ表示範囲外の投影画像であるので分岐情報画像には含まれず、分岐点Ｐ３の
投影画像については、経路上の分岐先を含むものではあるが、表示範囲外の投影画像であ
るので分岐情報画像には含まれないことになる。
【００４９】
　なお、本実施形態においては、経路上の分岐先を含まない投影画像は分岐情報画像に含
めないようにしたが、必ずしもこれに限らず、たとえば、経路上の分岐先を含む投影画像
とは識別可能な表示態様として分岐情報画像に含めるようにしてもよい。すなわち、たと
えば図７に示すように、投影画像Ｂ１と投影画像Ｂ２とを実線とし、これに対し、分岐点
Ｐ４の投影画像Ｂ４を点線として分岐情報画像に含めるようにしてもよい。
【００５０】
　また、図６に示す投影画像Ｂ１を構成する２つの分岐先の画像のうち、経路上の分岐先
の画像の方を他の分岐先の画像とは異なる表示態様としてもよい。すなわち、図６に示す
投影画像Ｂ１を構成する２つの分岐先の画像のうち、左側の分岐先の画像を黒とし、右側
の分岐先の画像を赤としてもよい。また、同様に、投影画像Ｂ２を構成する２つの分岐の
先画像のうち、左側の分岐先の画像を黒とし、右側の分岐先の画像を赤としてもよい。
【００５１】
　また、表示範囲の設定方法としては、上記説明では、所定の視点位置からの分岐先方向
についての分岐点の数を設定するようにしたが、それとは逆方向の分岐元方向についての
分岐点の数も設定するようにしてもよい。たとえば、図８に示すような位置に視点位置が
設定され、その視点位置からの表示対象の分岐点の数として、分岐先方向と分岐元方向と
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について「２」点が設定されている場合には、図９に示すような分岐情報画像が生成され
ることになる。なお、分岐元方向については分岐点が１つしかないので、図９に示す分岐
情報画像においては分岐点Ｐ１の投影画像Ｂ１だけが含まれることになる。また、図９に
示すように分岐先方向と分岐元方向の両方についての投影画像を分岐情報画像に含める場
合には、分岐先方向についての投影画像と、分岐元方向についての投影画像と、視点位置
の気管支の内壁を表す画像とを色や線種を変えるなどしてそれぞれ異なる表示態様とする
ことが望ましい。
【００５２】
　なお、上述した視点位置からの分岐元方向の分岐点の数と、視点位置からの分岐先方向
の分岐点の数とについては、すなわち表示範囲については、ユーザが入力装置３０を用い
て任意に設定入力できるものである。
【００５３】
　また、本実施形態においては、上述した視点位置として、仮想内視鏡画像生成部１５に
おいて取得される仮想内視鏡画像の視点位置を用いるが、仮想内視鏡画像の視点位置につ
いては後で詳述する。また、上述した視点位置については、仮想内視鏡画像の視点位置と
は別に、モニタ２０に表示された気管支の３次元画像上においてユーザがマウスなどの入
力装置３０を用いて指定するようにしてもよい。
【００５４】
　そして、分岐情報画像生成部１４において生成された分岐情報画像は、表示制御部１７
に出力される。
【００５５】
　仮想内視鏡画像生成部１５は、３次元画像取得部１１によって取得された３次元画像が
入力され、その入力された３次元画像に基づいて、気管支の内側から内視鏡を用いて撮影
したと仮定した場合の仮想内視鏡画像をボリュームレンダリングにより取得するものであ
る。そして、仮想内視鏡画像生成部１５によって取得された仮想内視鏡画像は、表示制御
部１７に出力される。なお、仮想内視鏡画像の生成方法については、既に公知であるので
詳細な説明は省略する。
【００５６】
　仮想内視鏡画像の視点位置については、たとえば、モニタ２０に表示された気管支の３
次元画像上においてユーザがマウスなどの入力装置３０を用いて指定することによって設
定される。そして、この設定された視点位置は、分岐情報画像生成部１４にも入力され、
分岐情報画像生成部１４は、入力された視点位置に基づいて、上述したように分岐情報画
像を生成する。
【００５７】
　気管支３次元画像生成部１６は、グラフ構造生成部１２において生成された気管支のグ
ラフ構造データに基づいて、気管支をボリュームレンダリングした気管支３次元画像を生
成し、この気管支３次元画像を表示制御部１７に出力するものである。
【００５８】
　表示制御部１７は、気管支３次元画像、分岐情報画像および仮想内視鏡画像や経路情報
などをモニタ２０に表示させるものである。
【００５９】
　次に、本実施形態の内視鏡画像診断支援システム１の作用について、図１０に示すフロ
ーチャートを参照しながら説明する。
【００６０】
　まず、ユーザによって入力装置３０を用いて被検体の識別情報が入力され、３次元画像
取得部１１は、その入力された識別情報に対応する３次元画像を３次元画像保管サーバ４
０から読み出して取得する（Ｓ１０）。
【００６１】
　３次元画像取得部１１によって取得された３次元画像はグラフ構造生成部１２に出力さ
れ、グラフ構造生成部１２は、入力された３次元画像に含まれる気管支のグラフ構造を生
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成する（Ｓ１２）。
【００６２】
　グラフ構造生成部１２において生成されたグラフ構造は気管支３次元画像生成部１６に
出力され、気管支３次元画像生成部１６は、入力されたグラフ構造に基づいて、気管支の
ボリュームレンダリングを行って気管支３次元画像を生成し、これを表示制御部１７に出
力する。そして、表示制御部１７は、図１１に示すような気管支３次元画像をモニタ２０
に表示させる（Ｓ１４）。なお、このとき、図１１に示すように気管支３次元画像ととも
に腫瘍についても表示するようにしてもよい。
【００６３】
　次いで、経路設定部１３は、グラフ構造生成部１２において生成されたグラフ構造の開
始点を始点とし、肺に存在する腫瘍の位置を終点として経路を設定する（Ｓ１６）。
【００６４】
　そして、経路設定部１３において設定された経路情報は表示制御部１７に出力され、表
示制御部１７は、図１１に示すように気管支３次元画像上に、入力された経路の情報を表
示させる。
【００６５】
　次に、モニタ２０に表示された気管支３次元画像上において、ユーザによって入力装置
３０を用いて所定の視点位置が指定される（Ｓ１８）。そして、ユーザによって指定され
た視点位置の情報は、分岐情報画像生成部１４と仮想内視鏡画像生成部１５とに出力され
る。
【００６６】
　分岐情報画像生成部１４は、入力された視点位置の情報に基づいて表示範囲を設定し、
その表示範囲内における経路の分岐先を含む上述した投影画像を生成し、その生成した投
影画像を重ね合せることによって分岐情報画像を生成する。また、仮想内視鏡画像生成部
１５は、入力された視点位置の情報に基づいて、その視点位置から撮影した仮想内視鏡画
像を生成する（Ｓ２０）。
【００６７】
　そして、分岐情報画像生成部１４によって生成された分岐情報画像と仮想内視鏡画像生
成部１５によって生成された仮想内視鏡画像とが表示制御部１７に出力される。表示制御
部１７は、入力された分岐情報画像と仮想内視鏡画像とを、図１２に示すようにモニタ２
０に並べて表示する（Ｓ２２）。なお、このとき分岐情報画像と仮想内視鏡画像とを重ね
て表示するようにしてもよい。
【００６８】
　上記実施形態の内視鏡画像診断支援システムによれば、３次元画像に含まれる気管支の
グラフ構造を生成し、そのグラフ構造に含まれる複数の分岐点のそれぞれについて、その
分岐点からの分岐先をその分岐点を含む２次元平面上に投影した投影画像を生成し、その
生成した分岐点毎の投影画像を重ね合せた分岐情報画像を生成するようにしたので、分岐
情報画像内において１つの分岐の様子だけでなくその先の分岐の様子も把握することがで
き、かつ所定の分岐と次の分岐との位置関係も即座に把握することができる。
【符号の説明】
【００６９】
１　　 内視鏡画像診断支援システム
１０　 内視鏡画像診断支援装置
１１　 ３次元画像取得部
１２　 グラフ構造生成部
１３　 経路設定部
１４　 分岐情報画像生成部
１５　 仮想内視鏡画像生成部
１６　 気管支３次元画像生成部
１７　 表示制御部
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２０　 モニタ
３０　 入力装置
４０　 ３次元画像保管サーバ
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